
〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
中
華
民
国
期
の
出
版
デ
ー
タ
の
推
計 

―

「
民
国
図
書
数
拠
庫
」
を
も
と
に―

 

比
護
遥 

   
 
 

一 

は
じ
め
に 

 

書
籍
の
出
版
点
数
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か
と
い
う
統

計
は
、
出
版
史
や
読
書
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
に
お
け
る
も
っ
と
も

基
本
的
な
デ
ー
タ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。こ
と
中
国
に
つ
い
て
は
、

上
海
を
中
心
に
活
発
な
出
版
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

中
華
民
国
期
（
一
九
一
二―

四
九
）
に
関
す
る
重
要
な
研
究
が

多
く
出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期
を
通
し
た
変
化

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
基
本
的
な
出
版
統
計
は
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。
特
に
南
京
に
首
都
が
お
か
れ
て
い
た
時
期
（
一
九
二
七

―

三
八
）
に
は
近
代
的
な
政
府
機
構
が
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
果
た
し
て
国
民
政
府
の
内
部
で
本
当
に

統
計
が
採
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
は
疑
わ
し
い
（
一
）
。
た
だ
、

少
な
く
と
も
公
刊
史
料
集
や
『
中
国
出
版
通
史
』
な
ど
の
主
要

な
二
次
文
献
に
は
掲
載
が
な
い
（
二
）
。
対
照
的
に
、
中
華
人
民
共

和
国
の
成
立
（
一
九
四
九
年
）
以
降
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
字

を
ど
こ
ま
で
信
頼
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
は
と
も
か
く
と
し

て
、
か
な
り
詳
細
な
政
府
統
計
が
揃
っ
て
い
る
（
三
）
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
資
料
状
況
の
制
約
に
よ
り
、
一
九
四
九
年
前
後
の
連
続
的

な
分
析
が
阻
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
ま
ず
第
二
節
で
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
使
わ
れ
て

い
る
民
国
期
の
出
版
統
計
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を

整
理
し
た
う
え
で
、
第
三
節
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
民
国
図
書
数

拠
庫
」
を
使
っ
た
筆
者
に
よ
る
出
版
デ
ー
タ
の
推
計
を
示
し
た 

論
）
と
「
行
」（
政
治
活
動
）
の
特
性
を
明
解
に
表
現
し
て
い
る

点
は
興
味
深
い
。「
不
言
」
と
「
立
言
」
な
ど
対
蹠
的
な
も
の
も

含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
古
島
自
身
が
自
ら
も
っ
て
任
じ

た
言
論
と
政
治
行
動
に
お
け
る
四
つ
の
理
想
の
形
で
あ
っ
た
と
、

私
は
見
る
。
古
島
一
雄
の
「
言
」
と
「
行
」
を
い
か
に
評
価
し

定
置
で
き
る
か
、
今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
た
い
。 

 
(

一) 

「
天
声
人
語
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
五
月
二
八
日
。 

(

二) 

「
編
集
手
帖
」『
読
売
新
聞
』
一
九
五
二
年
五
月
二
八
日
。 

(

三) 

大
宅
壮
一
「
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
列
伝
」『
仮
面
と
素
顔 

日
本
を
動
か

す
人
々
』
東
西
文
明
社
、
一
九
五
二
、
一
五
四
頁
。〔 

〕
内
は
引
用
者
注
。
以
下
同

じ
。 

(

四)

「
政
界
四
先
輩
を
語
る
」
鷲
尾
義
直
『
古
島
一
雄
』（
非
売
品
）、
一
九
五
〇
所
収
。

以
後
「
四
先
輩
」。
七
三
一
頁
。 

(

五)

「
四
先
輩
」
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
社
編
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』

朝
日
新
聞
、
一
九
九
四
な
ど
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。 

(

六)

小
松
謙
助
「
在
り
し
日
の
古
島
一
雄
翁 

そ
の
出
立
と
人
情
味
を
語
る
」『
国
民
』

（
六
一
一
）、
一
九
五
二
、
二
四
頁
。 

(

七)

「
四
先
輩
」、
七
六
八
頁
。 

(

八)

同
右
。 

(

九)

「
四
先
輩
」、
七
三
三
頁
。 

(

一
〇)

「
四
先
輩
」、
七
三
五
頁
。 

(

一
一)

「
四
先
輩
」、
七
三
六
頁
。 

(

一
二)

熊
田
葦
城
編
『
観
樹
将
軍
縦
横
談
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
二
四
、
一
頁
。 

 
(

一
三)

「
四
先
輩
」、
七
四
六―

七
四
七
頁
。 

(

一
四)

渡
辺
一
雄
『
明
治
の
教
育
者 

杉
浦
重
剛
の
生
涯
』
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
、

五
八
頁
。 

(

一
五)

渡
辺
前
掲
書
、
五
九
頁
。 

(

一
六)

「
四
先
輩
」、
七
六
二―

七
六
三
頁
。 

(

一
七)

時
任
英
人
「
古
島
一
雄
と
犬
養
毅
」『
政
治
経
済
史
学
』（
二
二
〇
）、
一
九
八
四
、

九
頁
。 

(

一
八)

時
任
前
掲
論
文
、
一
〇
頁
。 

(

一
九)

鷲
尾
前
掲
書
、
二
〇
頁
。 

(

二
〇)

鷲
尾
前
掲
書
、
九
一
五
頁
。 

(

二
一)

「
四
先
輩
」、
七
六
七
頁
。 

(

二
二)

中
江
兆
民
『
一
年
有
半
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
、
八
九
頁
。 

(

二
三)

嵯
峨
隆
『
頭
山
満―

―

ア
ジ
ア
主
義
者
の
実
像
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
一
、
八
頁
。 

(

二
四)

嵯
峨
前
掲
書
、
六
三
頁
。 

(

二
五)

嵯
峨
前
掲
書
、
六
四
頁
。 

(

二
六)

嵯
峨
前
掲
書
、
一
〇
二
頁
。 

(

二
七)

「
四
先
輩
」、
七
三
二
頁
。 

(

二
八)

「
四
先
輩
」、
七
六
二
頁
。 

(

二
九)

嵯
峨
前
掲
書
、
二
一
一
頁
。 

(

三
〇)

「
四
先
輩
」、
七
三
四
頁
。 

(

三
一)

「
四
先
輩
」、
七
三
五
頁―

七
三
六
頁
。 

(

三
二)

「
四
先
輩
」、
七
六
八
頁―

七
六
九
頁
。 

(

三
三)

「
四
先
輩
」、
七
四
四
頁
。 

(

三
四)

「
四
先
輩
」、
七
三
八
頁
。 

(

三
五)

た
と
え
ば
嵯
峨
前
掲
書
。 
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 '27 '28 '29 '30 '31 '32 '33 '34 '35 '36

商務印書館 842 854 1,040 957 787 61 1,430 2,793 4,293 4,938

中華書局 159 356 541 527 440 608 262 482 1,068 1,548

世界書局 322 359 483 339 354 317 571 511 391 231

全出版社 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 6,197 9,222 9,438

表１ 王雲五「十年来的中国出版事業」(1937)

'02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11

種 15 51 35 49 111 182 169 126 127 141 

冊 27 60 103 142 205 435 261 420 389 583 

'12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20 '21

種 132 219 293 293 234 322 422 249 352 230 

冊 407 565 634 552 1,169 641 640 602 1,284 773 

'22 '23 '24 '25 '26 '27 '28 '29 '30

種 289 667 540 553 595 297 456 451 439 

冊 687 2,454 911 1,049 1,210 535 544 724 703 

表２ 李澤彰「三十五年来中国之出版業」 (1931)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

19
12

19
13

19
14

19
15

19
16

19
17

19
18

19
19

19
20

19
21

19
22

19
23

19
24

19
25

19
26

19
27

19
28

19
29

19
30

19
31

19
32

19
33

19
34

19
35

19
36

19
37

19
38

19
39

19
40

19
41

19
42

19
43

19
44

19
45

19
46

19
47

19
48

19
49

図１ 民国図書数拠庫による年ごとの出版点数
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図２ それぞれの出版地の出版点数が全体に占める割合
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図３ 全出版点数に占める大手三社および商務印書館の割合
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い
。
そ
の
う
え
で
、
第
四
節
で
は
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
何
が
読
み

取
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
い
く
つ
か
例
示
す
る
こ
と
に
す

る
。 な

お
、
本
稿
に
お
い
て
、「
出
版
点
数
」
を
「
あ
る
年
に
何
種

類
の
異
な
る
タ
イ
ト
ル
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
た
か
を
表
す
数

値
」、「
発
行
部
数
」
を
「
あ
る
年
に
す
べ
て
合
わ
せ
て
何
冊
の

書
籍
が
印
刷
さ
れ
て
売
り
出
さ
れ
た
か
を
表
す
数
値
」
と
し
て

定
義
す
る
。
特
記
し
な
い
限
り
、
雑
誌
は
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
な

い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
民
国
期
に
つ
い
て
は
発
行
部
数
を
知

る
手
掛
か
り
は
ほ
ぼ
な
く
、
基
本
的
に
は
出
版
点
数
の
年
ご
と

の
推
移
に
本
稿
の
関
心
が
あ
る
。 

 
 
 
 

二 

民
国
期
の
出
版
統
計
の
現
状 

 

（
一
）
当
時
の
統
計 

民
国
期
の
出
版
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
で
、
ど
の
よ
う

な
統
計
資
料
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ま
ず
は
整
理
す
る
こ
と
に

し
た
い
。
ま
ず
は
、
民
国
期
に
お
け
る
同
時
代
に
取
ら
れ
た
統

0
5,000

10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000

1922年 1927年 1932年

図５ 各国の出版点数（中国以外のデータは日本の『出版年鑑』による）
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計
が
二
種
類
あ
る
。 

一
つ
目
が
、『
十
年
来
的
中
国
』（
一
九
三
七
年
）
が
初
出
の

王
雲
五
に
よ
る
「
十
年
来
的
中
国
出
版
事
業
」
で
あ
る
（
表
１
、

以
下
「
王
統
計
」）（
四
）
。「
一
方
で
比
較
的
大
き
い
出
版
社
に
直

接
調
査
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
南
京
、
上
海
、
北
平
〔
引
用

者
注
：
一
九
二
八
年
か
ら
四
九
年
ま
で
の
北
京
の
旧
称
〕、
天
津

の
複
数
の
主
要
日
刊
新
聞
に
一
年
間
に
掲
載
さ
れ
た
新
書
広
告

か
ら
割
り
出
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
大
手
三
社
で
あ
る
商
務
印

書
館
、
中
華
書
局
、
世
界
書
局
に
つ
い
て
は
一
〇
年
分
（
一
九

二
七―

三
六
）、全
体
に
つ
い
て
は
三
年
分（
一
九
三
四―

三
六
）

の
み
出
版
点
数
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。 

二
つ
目
は
、『
最
近
三
十
五
年
之
中
国
教
育
』（
一
九
三
一
年
）

が
初
出
の
李
澤
彰
に
よ
る「
三
十
五
年
来
中
国
之
出
版
業
」で
、

当
時
の
最
大
手
の
商
務
印
書
館
の
み
に
つ
い
て
、
雑
誌
を
含
む

数
字
と
し
て
、
一
九
〇
二
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
を
出
版
点
数
を

集
計
し
て
い
る
（
表
２
、
以
下
「
李
統
計
」）（
五
）
。
な
お
、
一
九

二
七
年
か
ら
の
四
年
間
に
つ
い
て
は
王
統
計
と
も
重
な
る
が
、

数
字
に
は
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
（
網
掛
け
部
）。
ま
た
、
李
は
全

体
の
傾
向
に
つ
い
て
、「
新
書
の
出
版
が
前
の
年
よ
り
減
っ
て
い

た
り
、
後
の
年
よ
り
多
か
っ
た
り
す
る
年
が
あ
る
が
、
前
者
の

大
部
分
は
戦
乱
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
大
部
の
予

約
書
や
大
部
の
単
行
本
が
そ
の
年
度
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
概
ね
、
毎
年
出
版
さ
れ
る
新
書
の
量
は
、
均

等
に
増
え
て
行
っ
て
い
る
」
と
注
釈
し
て
い
る
。 

 

（
二
）『
民
国
時
期
総
書
目
』 

『
民
国
時
期
総
書
目
』
と
は
、
北
京
図
書
館
（
現
・
国
家
図

書
館
）、
上
海
図
書
館
、
重
慶
図
書
館
の
蔵
書
を
も
と
に
約
十
二

万
四
千
種
を
収
録
し
た
目
録
で
あ
る
。「
解
放
〔
引
用
者
注
：
中

華
人
民
共
和
国
の
成
立
〕
以
来
の
出
版
事
業
が
盛
ん
で
あ
る
こ

と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
を
引
用
し
て
新
旧
の
対
比
を

す
る
必
要
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
」
こ
と
か
ら
、
一
九
六
一
年
に

文
化
部
出
版
局
が
作
業
に
着
手
し
、
文
化
大
革
命
中
の
中
断
を

は
さ
ん
で
、
一
九
七
三
年
に
作
業
を
再
開
し
て
、
一
九
八
六
年

か
ら
一
九
九
五
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
（
六
）
。 

そ
の
網
羅
性
に
つ
い
て
、
編
纂
に
携
わ
っ
た
王
潤
華
は
、「
語

  

い
。
そ
の
う
え
で
、
第
四
節
で
は
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
何
が
読
み

取
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
い
く
つ
か
例
示
す
る
こ
と
に
す

る
。 な

お
、
本
稿
に
お
い
て
、「
出
版
点
数
」
を
「
あ
る
年
に
何
種

類
の
異
な
る
タ
イ
ト
ル
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
た
か
を
表
す
数

値
」、「
発
行
部
数
」
を
「
あ
る
年
に
す
べ
て
合
わ
せ
て
何
冊
の

書
籍
が
印
刷
さ
れ
て
売
り
出
さ
れ
た
か
を
表
す
数
値
」
と
し
て

定
義
す
る
。
特
記
し
な
い
限
り
、
雑
誌
は
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
な

い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
民
国
期
に
つ
い
て
は
発
行
部
数
を
知

る
手
掛
か
り
は
ほ
ぼ
な
く
、
基
本
的
に
は
出
版
点
数
の
年
ご
と

の
推
移
に
本
稿
の
関
心
が
あ
る
。 

 
 
 
 

二 

民
国
期
の
出
版
統
計
の
現
状 

 

（
一
）
当
時
の
統
計 

民
国
期
の
出
版
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
で
、
ど
の
よ
う

な
統
計
資
料
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ま
ず
は
整
理
す
る
こ
と
に

し
た
い
。
ま
ず
は
、
民
国
期
に
お
け
る
同
時
代
に
取
ら
れ
た
統

0
5,000

10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000

1922年 1927年 1932年

図５ 各国の出版点数（中国以外のデータは日本の『出版年鑑』による）

279



言
文
字
」
と
「
外
国
文
学
」
の
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
含
ま
れ
る

書
籍
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
、
こ
の
『
民
国
時
期
総
書
目
』
を
一

九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
生
活
全
国
総
書
目
』
と
対
照
さ
せ

た
う
え
で
、『
生
活
全
国
総
書
目
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
の
う
ち

の
約
九
〇
％
が
『
民
国
時
期
総
書
目
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る

と
判
断
し
て
い
る
（
七
）
。
他
方
で
、
典
拠
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

別
の
文
献
に
よ
れ
ば
、『
民
国
時
期
総
書
目
』
に
は
民
国
期
に
発

行
さ
れ
た
書
籍
の
う
ち
約
六
〇
％
の
タ
イ
ト
ル
が
収
録
さ
れ
て

い
る
と
い
う
（
八
）
。 

こ
の『
民
国
時
期
総
書
目
』を
も
と
に
し
て
、「
語
言
文
字
類
」

の
み
、
あ
る
い
は
日
本
語
か
ら
の
翻
訳
書
の
み
を
抽
出
し
て
出

版
点
数
を
集
計
し
た
先
行
研
究
が
あ
る
（
九
）
。
し
か
し
、
全
二
〇

冊
に
及
ぶ
た
め
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
集
計
は
と
も

か
く
、
全
体
的
な
出
版
点
数
の
年
ご
と
の
推
移
を
集
計
す
る
こ

と
は
独
力
で
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。 

 

（
三
）『
百
年
書
目
』 

『
百
年
書
目
』
と
は
一
九
九
七
年
に
商
務
印
書
館
が
出
し
た

Ｃ
Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
あ
り
、
筆
者
は
入
手
で
き
て
い
な
い
が
、
商

務
印
書
館
の
研
究
者
で
あ
る
李
家
駒
に
よ
れ
ば
、「
商
務
の
出
版

量
を
統
計
す
る
た
め
の
最
も
網
羅
的
で
最
も
使
い
や
す
い
材
料

で
あ
る
」
と
い
う
（
一
〇
）
。
こ
れ
を
も
と
に
李
が
集
計
し
た
も
の

は
、
商
務
印
書
館
の
み
と
は
い
え
、
民
国
期
の
全
期
間
を
通
し

た
出
版
点
数
の
統
計
で
あ
る
（
以
下
、「
百
年
統
計
」）。
前
述
し

た
同
時
代
の
統
計
よ
り
も
商
務
印
書
館
の
出
版
点
数
を
か
な
り

少
な
く
見
積
も
っ
て
お
り
、「
王
雲
五
や
一
部
の
学
者
は
商
務
の

出
版
量
が
全
国
の
半
数
を
占
め
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は

当
た
っ
て
お
ら
ず
事
実
か
ら
離
れ
て
い
る
」
と
李
は
指
摘
し
て

い
る
（
一
一
）
。 

 

（
四
）
そ
の
他 

複
数
の
資
料
で
は
、
民
国
期
の
出
版
の
ピ
ー
ク
が
一
九
三
六

年
に
あ
り
、
出
版
点
数
が
約
一
万
種
、
発
行
部
数
が
約
一
億
七

千
万
冊
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
一
年
の
み
と
は
い
え
、
出
版

点
数
だ
け
で
は
な
く
発
行
部
数
も
わ
か
る
と
い
う
点
で
貴
重
だ

が
、出
典
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、信
憑
性
は
不
明
で
あ
る
（
一
二
）
。 
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三 

「
民
国
図
書
数
拠
庫
」
の
デ
ー
タ 

 

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
民
国
期
の
出
版
に
関
わ
る
統
計

資
料
に
は
複
数
の
も
の
が
既
に
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
全
出

版
社
を
合
わ
せ
た
出
版
点
数
が
民
国
期
を
通
し
て
年
ご
と
に
ど

の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。 そ

こ
で
本
稿
で
は
、
近
年
作
ら
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る

「
民
国
図
書
数
拠
庫
」
を
も
と
に
し
て
、
新
た
に
当
時
の
出
版

デ
ー
タ
を
推
計
す
る
こ
と
を
試
み
る
。こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

二
〇
一
一
年
か
ら
進
め
ら
れ
た
「
民
国
時
期
文
献
保
護
計
画
」

の
成
果
の
一
部
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
国
家
図
書
館
を

主
と
し
て
全
国
の
図
書
館
等
か
ら
民
国
期
の
図
書
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、
全
文
検
索
も
可
能
で
あ
る
。
民
国
期
の
文
献
の
劣
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、
政
治
的
に
も
「
民
国
熱
」
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
計
画
の
背
景
に
は
あ
る
だ
ろ
う
（
一
三
）
。 

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
二
〇
一
五
年
に
公
開
さ
れ
て
以
降
も

随
時
デ
ー
タ
の
更
新
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
稿
は
現
時
点
で
最

新
の
も
の
で
あ
る
第
五
期
（
二
〇
一
九
年
）
の
も
の
に
依
拠
し

て
い
る
（
一
四
）
。
こ
の
第
五
期
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
説
明
書
き
に

よ
れ
ば
、
二
〇
万
種
を
収
録
し
て
、
総
ペ
ー
ジ
数
は
三
千
五
百

万
部
、
総
容
量
は
三
・
八
Ｔ
Ｂ
に
及
ぶ
。
前
述
し
た
『
民
国
時

期
総
書
目
』（
十
二
万
種
）
と
比
べ
る
と
、
全
体
数
が
増
加
す
る

と
と
も
に
、
図
書
分
類
も
一
部
変
更
さ
れ
た
う
え
で
新
た
に
分

類
分
け
さ
れ
て
い
る
（
一
五
）
。
何
よ
り
も
、
電
子
的
な
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
な
っ
た
こ
と
で
、
使
い
勝
手
が
な
お
悪
い
部
分
も
あ
る

と
は
い
え
、
統
計
処
理
が
容
易
に
な
っ
た
。 

筆
者
は
、
出
版
年
が
確
定
で
き
な
い
も
の
（
記
載
な
し
、
ま

た
は
複
数
年
が
記
載
）、一
九
一
一
年
以
前
ま
た
は
一
九
五
〇
年

以
降
の
も
の
、
日
文
（
日
本
語
）
図
書
（
一
五
、
八
四
七
点
）

を
除
外
し
た
上
で
、一
六
五
、四
九
六
点
を
集
計
対
象
と
し
て
、

出
版
年
ご
と
に
集
計
し
た
（
図
１
、
以
下
「
新
統
計
」）。
こ
の

集
計
対
象
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
体
の
一
八
三
、
七
三
七
点
の

う
ち
、
九
〇
・
一
％
に
相
当
す
る
。
な
お
、
分
冊
及
び
重
版
も

特
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
数
え
た
。
こ
の
デ
ー
タ
の
エ
ク
セ
ル

言
文
字
」
と
「
外
国
文
学
」
の
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
含
ま
れ
る

書
籍
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
、
こ
の
『
民
国
時
期
総
書
目
』
を
一

九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
生
活
全
国
総
書
目
』
と
対
照
さ
せ

た
う
え
で
、『
生
活
全
国
総
書
目
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
の
う
ち

の
約
九
〇
％
が
『
民
国
時
期
総
書
目
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る

と
判
断
し
て
い
る
（
七
）
。
他
方
で
、
典
拠
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

別
の
文
献
に
よ
れ
ば
、『
民
国
時
期
総
書
目
』
に
は
民
国
期
に
発

行
さ
れ
た
書
籍
の
う
ち
約
六
〇
％
の
タ
イ
ト
ル
が
収
録
さ
れ
て

い
る
と
い
う
（
八
）
。 

こ
の『
民
国
時
期
総
書
目
』を
も
と
に
し
て
、「
語
言
文
字
類
」

の
み
、
あ
る
い
は
日
本
語
か
ら
の
翻
訳
書
の
み
を
抽
出
し
て
出

版
点
数
を
集
計
し
た
先
行
研
究
が
あ
る
（
九
）
。
し
か
し
、
全
二
〇

冊
に
及
ぶ
た
め
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
集
計
は
と
も

か
く
、
全
体
的
な
出
版
点
数
の
年
ご
と
の
推
移
を
集
計
す
る
こ

と
は
独
力
で
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。 

 

（
三
）『
百
年
書
目
』 

『
百
年
書
目
』
と
は
一
九
九
七
年
に
商
務
印
書
館
が
出
し
た

Ｃ
Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
あ
り
、
筆
者
は
入
手
で
き
て
い
な
い
が
、
商

務
印
書
館
の
研
究
者
で
あ
る
李
家
駒
に
よ
れ
ば
、「
商
務
の
出
版

量
を
統
計
す
る
た
め
の
最
も
網
羅
的
で
最
も
使
い
や
す
い
材
料

で
あ
る
」
と
い
う
（
一
〇
）
。
こ
れ
を
も
と
に
李
が
集
計
し
た
も
の

は
、
商
務
印
書
館
の
み
と
は
い
え
、
民
国
期
の
全
期
間
を
通
し

た
出
版
点
数
の
統
計
で
あ
る
（
以
下
、「
百
年
統
計
」）。
前
述
し

た
同
時
代
の
統
計
よ
り
も
商
務
印
書
館
の
出
版
点
数
を
か
な
り

少
な
く
見
積
も
っ
て
お
り
、「
王
雲
五
や
一
部
の
学
者
は
商
務
の

出
版
量
が
全
国
の
半
数
を
占
め
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は

当
た
っ
て
お
ら
ず
事
実
か
ら
離
れ
て
い
る
」
と
李
は
指
摘
し
て

い
る
（
一
一
）
。 

 

（
四
）
そ
の
他 

複
数
の
資
料
で
は
、
民
国
期
の
出
版
の
ピ
ー
ク
が
一
九
三
六

年
に
あ
り
、
出
版
点
数
が
約
一
万
種
、
発
行
部
数
が
約
一
億
七

千
万
冊
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
一
年
の
み
と
は
い
え
、
出
版

点
数
だ
け
で
は
な
く
発
行
部
数
も
わ
か
る
と
い
う
点
で
貴
重
だ

が
、出
典
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、信
憑
性
は
不
明
で
あ
る
（
一
二
）
。 
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版
は
筆
者
のresearchm

ap

上
で
公
開
す
る
。 

こ
の
新
統
計
は
、
民
国
期
当
時
に
作
ら
れ
た
統
計
を
含
め
、

こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
統
計
の
ど
れ
よ
り
も
デ
ー
タ
の
総
数

が
多
く
、
民
国
期
の
出
版
状
況
を
把
握
す
る
上
で
の
網
羅
性
を

証
す
る
と
言
え
よ
う
。と
は
い
え
、当
時
出
版
さ
れ
た
書
籍
で
、

現
存
し
て
い
な
い
も
の
も
多
い
だ
ろ
う
し
、
と
く
に
古
い
時
期

や
戦
争
中
の
も
の
は
残
り
に
く
い
可
能
性
を
考
え
れ
ば
、
当
時

の
出
版
デ
ー
タ
を
完
全
に
再
現
す
る
も
の
で
は
当
然
な
い
。
そ

こ
で
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
商
務
印
書
館

発
行
の
も
の
に
限
り
、
こ
の
新
統
計
に
よ
る
出
版
点
数
を
前
述

し
た
王
統
計
、
李
統
計
、
百
年
統
計
の
も
の
と
比
較
し
た
が
、

絶
対
数
と
し
て
は
か
な
り
の
差
が
見
ら
れ
た
（
例
え
ば
、
一
九

三
〇
年
は
、
王
統
計
：
九
五
七
冊
、
李
統
計
：
四
三
九
種
・
七

〇
三
冊
、
百
年
統
計
：
四
七
七
種
、
新
統
計
：
一
、
一
三
四
点
）。

こ
こ
か
ら
、
分
冊
や
重
版
を
ど
の
よ
う
に
数
え
る
か
な
ど
の
集

計
の
基
準
や
調
査
手
法
は
相
互
に
大
き
く
異
な
り
、
別
種
の
統

計
の
数
値
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
は
い
え
、
相
互
に
強
い
相
関
が
見
ら
れ

た
の
で
（
一
六
）
、
増
減
等
の
お
お
ま
か
な
傾
向
を
捉
え
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
次
節
で
は
限
界
に
留
意
し
つ
つ
、

複
数
の
観
点
に
よ
り
新
統
計
の
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の

を
提
示
し
て
み
た
い
。 

 
 
 
 

四 

デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の 

 

（
一
）
出
版
点
数
の
変
化
の
画
期 

民
国
期
の
出
版
点
数
の
変
化
に
つ
い
て
、
図
１
か
ら
概
ね
次

の
よ
う
な
時
期
区
分
が
可
能
で
あ
る
。 

① 

一
九
一
二―

二
七
：
緩
や
か
な
増
加 

② 

一
九
二
七―

三
六
：
急
速
な
増
加 

③ 

一
九
三
六―

四
五
：
減
少 

④ 

一
九
四
五―

四
七
：
増
加 

⑤ 

一
九
四
七―

四
九
：
減
少 

一
九
二
七
年
前
後
を
境
と
し
て
出
版
点
数
の
増
加
が
加
速
す

る
と
い
う
の
は
（
①→

②
）、
そ
の
頃
か
ら
出
版
業
が
盛
ん
に
な

っ
た
と
す
る
同
時
代
の
雑
誌
の
記
述
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
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（
一
七
）
、
こ
れ
を
デ
ー
タ
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ピ

ー
ク
が
一
九
三
六
年
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て

い
た
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
後
、
日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
大

幅
に
減
少
す
る
（
②→

③
）。
④
と
⑤
の
変
化
は
、
日
中
戦
争
の

終
結
と
第
二
次
国
共
内
戦
の
勃
発
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

（
二
）
出
版
の
中
心
地
の
変
化 

図
２
は
、
各
都
市
で
出
版
さ
れ
た
図
書
の
出
版
点
数
が
全
体

の
中
で
占
め
る
割
合
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
民
国
期

の
出
版
の
中
心
地
が
上
海
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く

指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
全
体
を
通
し
た
そ
の
割

合
の
大
き
さ
が
改
め
て
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。 

な
お
、
同
時
代
の
雑
誌
の
記
事
に
は
、
五
四
運
動
（
一
九
一

九
年
）
前
後
の
出
版
業
の
中
心
が
北
京
で
あ
り
、
北
伐
が
進
展

し
た
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
上
海
に
移
っ
た
と
す

る
も
の
が
あ
る
（
一
八
）
。
し
か
し
、
出
版
点
数
か
ら
判
断
す
る
限

り
、
確
か
に
一
九
一
九
年
に
一
時
的
に
北
京
の
割
合
が
増
え
る

も
の
の
、
一
貫
し
て
上
海
の
割
合
が
北
京
・
北
平
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

日
中
戦
争
中
に
は
、
上
海
に
代
わ
っ
て
戦
時
首
都
で
あ
る
重

慶
へ
と
中
心
地
が
移
動
す
る
こ
と
も
見
て
取
れ
る
。 

 

（
三
）
大
手
三
社
（
商
務
・
中
華
・
世
界
）
が
占
め
る
割
合 

図
３
は
、
全
出
版
点
数
に
占
め
る
大
手
三
社
及
び
商
務
印
書

館
の
割
合
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
年
ご
と
の
増
減
は
あ
る
も

の
の
、
日
中
戦
争
勃
発
以
前
は
大
手
三
社
が
概
ね
二
割
か
ら
四

割
の
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
中
で
も
商
務
印
書

館
の
シ
ェ
ア
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 

な
お
、
一
九
三
一
年
の
雑
誌
の
記
事
に
は
「「
小
書
店
」
が
「
大

書
店
」
の
独
占
を
打
破
」
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
が
（
一
九
）
、
大

手
三
社
が
全
出
版
点
数
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か

な
低
下
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
出
版
点
数
全

体
が
増
加
し
て
い
た
た
め
、
絶
対
数
と
し
て
は
中
小
出
版
社
の

出
版
物
が
増
え
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
選
択
肢
が
増
え

た
と
い
う
印
象
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

ま
た
、
商
務
印
書
館
が
全
体
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
、
五

版
は
筆
者
のresearchm

ap

上
で
公
開
す
る
。 

こ
の
新
統
計
は
、
民
国
期
当
時
に
作
ら
れ
た
統
計
を
含
め
、

こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
統
計
の
ど
れ
よ
り
も
デ
ー
タ
の
総
数

が
多
く
、
民
国
期
の
出
版
状
況
を
把
握
す
る
上
で
の
網
羅
性
を

証
す
る
と
言
え
よ
う
。と
は
い
え
、当
時
出
版
さ
れ
た
書
籍
で
、

現
存
し
て
い
な
い
も
の
も
多
い
だ
ろ
う
し
、
と
く
に
古
い
時
期

や
戦
争
中
の
も
の
は
残
り
に
く
い
可
能
性
を
考
え
れ
ば
、
当
時

の
出
版
デ
ー
タ
を
完
全
に
再
現
す
る
も
の
で
は
当
然
な
い
。
そ

こ
で
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
商
務
印
書
館

発
行
の
も
の
に
限
り
、
こ
の
新
統
計
に
よ
る
出
版
点
数
を
前
述

し
た
王
統
計
、
李
統
計
、
百
年
統
計
の
も
の
と
比
較
し
た
が
、

絶
対
数
と
し
て
は
か
な
り
の
差
が
見
ら
れ
た
（
例
え
ば
、
一
九

三
〇
年
は
、
王
統
計
：
九
五
七
冊
、
李
統
計
：
四
三
九
種
・
七

〇
三
冊
、
百
年
統
計
：
四
七
七
種
、
新
統
計
：
一
、
一
三
四
点
）。

こ
こ
か
ら
、
分
冊
や
重
版
を
ど
の
よ
う
に
数
え
る
か
な
ど
の
集

計
の
基
準
や
調
査
手
法
は
相
互
に
大
き
く
異
な
り
、
別
種
の
統

計
の
数
値
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
は
い
え
、
相
互
に
強
い
相
関
が
見
ら
れ

た
の
で
（
一
六
）
、
増
減
等
の
お
お
ま
か
な
傾
向
を
捉
え
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
次
節
で
は
限
界
に
留
意
し
つ
つ
、

複
数
の
観
点
に
よ
り
新
統
計
の
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の

を
提
示
し
て
み
た
い
。 

 
 
 
 

四 

デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の 

 

（
一
）
出
版
点
数
の
変
化
の
画
期 

民
国
期
の
出
版
点
数
の
変
化
に
つ
い
て
、
図
１
か
ら
概
ね
次

の
よ
う
な
時
期
区
分
が
可
能
で
あ
る
。 

① 

一
九
一
二―

二
七
：
緩
や
か
な
増
加 

② 

一
九
二
七―

三
六
：
急
速
な
増
加 

③ 

一
九
三
六―

四
五
：
減
少 

④ 

一
九
四
五―

四
七
：
増
加 

⑤ 

一
九
四
七―

四
九
：
減
少 

一
九
二
七
年
前
後
を
境
と
し
て
出
版
点
数
の
増
加
が
加
速
す

る
と
い
う
の
は
（
①→

②
）、
そ
の
頃
か
ら
出
版
業
が
盛
ん
に
な

っ
た
と
す
る
同
時
代
の
雑
誌
の
記
述
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
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割
程
度
と
見
積
も
っ
た
王
統
計
に
対
し
て
、
過
大
だ
と
し
た
李

家
駒
の
指
摘
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。 

 

（
四
）
人
民
共
和
国
期
（
特
に
文
革
期
）
と
の
比
較 

前
述
し
た
よ
う
に
、
出
版
点
数
の
絶
対
値
は
集
計
基
準
等
に

よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
性
質
が
異
な
る
統
計
を
比
較

す
る
こ
と
は
、
本
来
は
不
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
華
人
民

共
和
国
が
成
立
し
た
一
九
四
九
年
に
着
目
す
る
と
、
新
統
計
で

七
、
〇
九
七
点
、
人
民
共
和
国
の
政
府
統
計
で
、
八
、
〇
〇
〇

点
と
な
り
、
か
な
り
近
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
ま
か
な
規
模

を
比
較
す
る
限
り
で
は
、基
準
が
一
致
し
て
い
る
と
仮
定
し
て
、

参
考
ま
で
に
つ
な
げ
て
図
示
し
た
の
が
図
４
で
あ
る
（
二
〇
）
。 

こ
の
仮
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
出
版
点
数
が
底
を
打
っ
た

文
革
中
の
一
九
六
七
年
の
水
準
（
点
線
で
表
示
）
は
、
民
国
期

の
出
版
点
数
増
加
の
転
機
と
な
っ
た
一
九
二
七
年
、
そ
し
て
日

中
戦
争
が
終
結
し
た
一
九
四
五
年
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。 

 

（
五
）
国
際
比
較 

図
５
は
、
日
本
の
『
出
版
年
鑑
』（
東
京
堂
）
各
年
版
に
よ
る

各
国
の
出
版
デ
ー
タ
に
、
今
回
の
中
国
の
新
統
計
の
デ
ー
タ
を

あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。（
四
）
と
同
様
、
あ
く
ま
で
参
考
程

度
の
比
較
と
な
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
、
特
に
日

本
と
比
較
す
る
と
き
、
日
本
よ
り
も
中
国
の
方
が
は
る
か
に
人

口
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
版
点
数
は
日
本
の
方
が

か
な
り
多
く
、
統
計
の
誤
差
が
あ
る
程
度
あ
っ
た
と
し
て
も
、

な
お
出
版
市
場
の
規
模
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

（
二
一
）
。
そ
れ
で
も
、
当
時
の
中
国
の
雑
誌
に
は
、
日
本
の
「
出

版
洪
水
」
に
言
及
し
た
う
え
で
、
同
様
の
状
況
が
中
国
で
起
き

て
い
る
と
い
う
言
説
が
あ
っ
た
（
二
二
）
。 

 
 
 
 

五 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
民
国
期
中
国
の
出
版
状
況
を
通
時
的
に
捉
え
る

統
計
が
な
い
現
状
を
踏
ま
え
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
民
国
図
書

数
拠
庫
」
を
用
い
て
出
版
点
数
の
デ
ー
タ
の
推
計
を
試
み
た
。
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様
々
な
限
界
が
あ
る
こ
と
は
既
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

当
時
の
出
版
史
や
読
書
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
な
ど
の
研
究
を
進
め

る
う
え
で
の
一
つ
の
出
発
点
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。 

ま
た
、
本
稿
で
は
十
分
に
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、「
民
国
図

書
数
拠
庫
」
は
、
民
国
期
の
図
書
を
全
文
検
索
で
き
る
非
常
に

有
用
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
多
方
面
で
の
歴
史
研
究
に
活

用
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
は
ま
だ
契
約
し
て
い
る

図
書
館
が
な
い
が
、
民
国
史
研
究
の
発
展
の
た
め
に
も
導
入
が

望
ま
れ
る
。 

 

・
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
０
Ｊ
２
０
５
７
３
の
助
成
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。 

 
(

一) 

本
来
で
あ
れ
ば
南
京
に
あ
る
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
な
ど
で
の
調
査
を
十
分
に

行
っ
て
確
認
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
入
国
制
限
や
、
近
年
の
外
国
人
研
究
者
の
資
料
閲
覧
へ
の
制
約
な
ど
、
調
査
が
困
難

な
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
現
時
点
で
入
手
で
き
た
資
料
を
基
に
し
た
暫

定
的
な
結
果
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。 

(

二) 

王
余
光
・
呉
永
貴
『
中
国
出
版
通
史
８ 

民
国
巻
』
中
国
書
籍
出
版
社
、
二
〇
〇

 

八
年
。 

(

三) 

宋
原
放
主
編
『
中
国
出
版
史
料 

現
代
部
分 

第
三
巻 

下
』
山
東
教
育
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
、
五
二
三―

五
二
五
頁
。 

(

四) 

王
雲
五
「
十
年
来
的
中
国
出
版
事
業
：
一
九
二
七―

一
九
三
六
年
」
張
靜
廬
輯
註

『
中
国
近
現
代
出
版
史
料 

現
代
乙
編
』
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
三
五―

三
五
二
頁
。
後
述
の
「
三
十
五
年
来
中
国
之
出
版
業
」
の
よ
う
に
「
冊
」
と
「
種
」
は

区
別
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
の
単
位
は
「
冊
」
で
あ
る
。
許
歓
は
こ
れ
を
出
版
点
数
で
は

な
く
発
行
部
数
の
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
し
て
、
千
冊
単
位
と
推
定
し
て
い
る
が
、
原
資

料
に
全
く
記
述
が
な
く
、
不
自
然
で
あ
る
（
許
歓
『
中
国
閲
読
通
史 

民
国
巻
』
時
代

出
版
伝
媒
股
份
有
限
公
司
・
安
徽
教
育
出
版
社
、 

二
〇
一
七
年
、
八
〇
頁
）。
当
時
の

目
録
に
は
、
全
集
な
ど
分
冊
に
分
か
れ
て
い
る
も
の
に
「
全
〇
冊
」
と
い
う
表
記
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
種
」「
冊
」
と
も
に
出
版
点
数
の
こ
と
で
、
分
冊
を
ま
と
め
て
一

つ
と
数
え
る
の
が
「
種
」、
分
け
て
数
え
る
の
が
「
冊
」
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。 

(

五) 

李
澤
彰
「
三
十
五
年
来
中
国
之
出
版
業
：
一
八
九
七―

一
九
三
一
年
」
張
靜
廬
輯

註
『
中
国
近
現
代
出
版
史
料 

現
代
丁
編
（
下
）』
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、

三
八
一―

三
九
四
頁
。 

(

六) 

王
潤
華
「
編
纂
《
民
国
時
期
総
書
目
》
的
縁
起
与
経
過
」『
中
国
出
版
』
一
九
九

一
年
第
Ｚ
１
期
、
八
二―

八
四
頁
。 

(

七) 

邱
崇
丙
「《
民
国
時
期
総
書
目
》
述
評
」『
北
京
図
書
館
館
刊
』
一
九
九
五
年
Ｚ
１

期
、
一
〇
八―

一
一
五
頁
。
な
お
、『
生
活
全
国
総
書
目
』
は
民
国
期
に
出
版
さ
れ
た

比
較
的
網
羅
的
な
書
籍
目
録
で
は
あ
る
が
、
発
行
年
で
あ
る
一
九
三
五
年
以
降
の
出
版

物
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
点
、
ま
た
こ
の
目
録
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
書
籍
の
出

版
年
の
情
報
が
書
か
れ
て
い
な
い
点
か
ら
、
民
国
期
に
お
け
る
年
ご
と
の
出
版
点
数
の

推
移
を
推
計
す
る
た
め
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 

(

八) 
許
、
前
掲
、
七
九
頁
。 

(

九) 

邱
崇
丙
「
民
国
時
期
図
書
出
版
調
査
」『
出
版
史
研
究
』
第
二
輯
、
中
国
書
籍
出

版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
六
三―

一
七
四
頁
、
王
奇
生
「
民
国
時
期
的
日
書
漢
訳
」『
近

割
程
度
と
見
積
も
っ
た
王
統
計
に
対
し
て
、
過
大
だ
と
し
た
李

家
駒
の
指
摘
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。 

 

（
四
）
人
民
共
和
国
期
（
特
に
文
革
期
）
と
の
比
較 

前
述
し
た
よ
う
に
、
出
版
点
数
の
絶
対
値
は
集
計
基
準
等
に

よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
性
質
が
異
な
る
統
計
を
比
較

す
る
こ
と
は
、
本
来
は
不
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
華
人
民

共
和
国
が
成
立
し
た
一
九
四
九
年
に
着
目
す
る
と
、
新
統
計
で

七
、
〇
九
七
点
、
人
民
共
和
国
の
政
府
統
計
で
、
八
、
〇
〇
〇

点
と
な
り
、
か
な
り
近
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
ま
か
な
規
模

を
比
較
す
る
限
り
で
は
、基
準
が
一
致
し
て
い
る
と
仮
定
し
て
、

参
考
ま
で
に
つ
な
げ
て
図
示
し
た
の
が
図
４
で
あ
る
（
二
〇
）
。 

こ
の
仮
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
出
版
点
数
が
底
を
打
っ
た

文
革
中
の
一
九
六
七
年
の
水
準
（
点
線
で
表
示
）
は
、
民
国
期

の
出
版
点
数
増
加
の
転
機
と
な
っ
た
一
九
二
七
年
、
そ
し
て
日

中
戦
争
が
終
結
し
た
一
九
四
五
年
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。 

 

（
五
）
国
際
比
較 

図
５
は
、
日
本
の
『
出
版
年
鑑
』（
東
京
堂
）
各
年
版
に
よ
る

各
国
の
出
版
デ
ー
タ
に
、
今
回
の
中
国
の
新
統
計
の
デ
ー
タ
を

あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。（
四
）
と
同
様
、
あ
く
ま
で
参
考
程

度
の
比
較
と
な
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
、
特
に
日

本
と
比
較
す
る
と
き
、
日
本
よ
り
も
中
国
の
方
が
は
る
か
に
人

口
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
版
点
数
は
日
本
の
方
が

か
な
り
多
く
、
統
計
の
誤
差
が
あ
る
程
度
あ
っ
た
と
し
て
も
、

な
お
出
版
市
場
の
規
模
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

（
二
一
）
。
そ
れ
で
も
、
当
時
の
中
国
の
雑
誌
に
は
、
日
本
の
「
出

版
洪
水
」
に
言
及
し
た
う
え
で
、
同
様
の
状
況
が
中
国
で
起
き

て
い
る
と
い
う
言
説
が
あ
っ
た
（
二
二
）
。 

 
 
 
 

五 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
民
国
期
中
国
の
出
版
状
況
を
通
時
的
に
捉
え
る

統
計
が
な
い
現
状
を
踏
ま
え
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
民
国
図
書

数
拠
庫
」
を
用
い
て
出
版
点
数
の
デ
ー
タ
の
推
計
を
試
み
た
。
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代
史
研
究
』
二
〇
〇
八
年
第
六
期
、
四
五―

六
三
頁
。 

(

一
〇) 
李
家
駒
『
商
務
印
書
館
与
近
代
知
識
文
化
的
伝
播
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
五

年
、
一
五
一
頁
。 

(

一
一) 

同
右
、
一
六
一
頁
。 

(

一
二) 

「
文
化
部
党
組
関
于
〝
出
版
社
内
組
織
編
輯
工
作
的
経
験
〟
稿
請
中
央
宣
伝
部

審
批
的
報
告
」（
一
九
五
七
年
）『
中
華
人
民
共
和
国
出
版
史
料
』
第
九
巻
、
中
国
書
籍

出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
九
一
頁
、
方
厚
枢
『
中
国
出
版
史
話
』
東
方
出
版
社
、
一
九

九
六
年
、
三
六
九
頁
。 

(

一
三) 

浅
野
基
生
「
中
国
で
動
き
出
し
た
「
民
国
時
期
文
献
保
護
計
画
」」『
ア
ジ
ア
情

報
室
通
報
』
第
一
一
巻
第
二
号
、
二
〇
一
三
年
、
二―

七
頁
、
李
強
「
〝
中
国
歴
史
文

献
総
庫·

民
国
図
書
数
拠
庫
〟
建
設
的
経
験
与
体
会
」『
上
海
高
校
図
書
情
報
工
作
研
究
』

二
〇
一
八
年
第
三
期
、
三
二―

三
三
頁
、Zhang Qiang and Robert W

eatherley. "The 
Rise of 'Republican Fever ' in the PRC and the Im

plications for CCP Legitim
acy." 

China Information, 27 (3), 2103, pp. 277-300. 
(

一
四)  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
に
中
国
国
家
図
書
館
が
閉
館
し
て

い
た
時
期
、
一
時
的
に
館
外
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
範
囲
が
拡
大
し
、
日
本
か
ら
も
「
民
国
図
書
数
拠
庫
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な

っ
た
。
本
稿
の
調
査
は
そ
の
時
期
（
二
〇
二
〇
年
四
月
頃
）
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
執
筆
時
点
の
最
新
の
デ
ー
タ
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
現
在

は
再
び
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
日
本
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。

二
〇
二
二
年
一
月
現
在
の
時
点
で
、
第
五
期
（
二
〇
一
九
年
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
依

然
と
し
て
最
新
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
調
査
時
以
降
に
小
規
模
な
変

更
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。 

(

一
五) 

日
文
図
書
と
い
う
分
類
も
あ
り
、
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
日
本
語

図
書
の
中
国
へ
の
影
響
を
捉
え
る
う
え
で
は
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
取
れ
る
。 

(

一
六) 

新
統
計
と
の
相
関
係
数
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
。
王
統
計r = 0.95

、
李
統
計

（
種
）r = 0.80

、
李
統
計
（
冊
）r = 0.50

、
百
年
統
計r = 0.94

。
い
ず
れ
も
有
意
な

 

相
関
が
あ
る (p < 0.01) 

。 
(

一
七) 

若
虚
「
昨
日
今
日
与
明
日
的
新
書
業
」『
中
国
新
書
月
報
』
創
刊
号
、
一
九
三
〇

年
一
二
月
、
二
頁
、
古
粋
鋒
・
華
狷
公
「
先
天
不
足
後
天
失
調
的
現
代
出
版
界
」『
中

国
新
書
月
報
』
第
一
巻
第
六
・
七
期
合
刊
、
一
九
三
一
年
六
月
、
一―

二
頁
。 
(

一
八) 

儲
安
平
「
一
年
来
的
中
国
出
版
界
」『
読
書
顧
問
』
第
四
期
、
一
九
三
五
年
一
月
、

一
三―

一
四
頁
。 

(

一
九) 

編
者
「
従
択
書
的
困
難
談
到
本
刊
底
任
務
」『
書
報
評
論
』
第
一
巻
第
一
期
、
一

九
三
一
年
一
月
、
一
頁
。
な
お
、
五
四
運
動
後
に
新
し
く
生
ま
れ
た
中
小
出
版
社
で
あ

る
い
わ
ゆ
る
「
新
書
店
」
に
つ
い
て
は
、Ling Shiao. "Culture, Com

m
erce, and 

Connections: The Inner Dynam
ics of New Culture Publishing in the Post-M

ay 
Fourth Period. " Brokaw, Cynthia Joanne and Christopher A. Reed. From 
W

oodblocks to the Internet: Chinese Publishing and Print Culture in Transition, 
Circa 1800 to 2008. Leiden: Brill, 2010, pp. 213-247

を
参
照
。 

(

二
〇) 

中
華
人
民
共
和
国
の
出
版
統
計
の
出
典
は
、
宋
、
前
掲
。 

(

二
一) 

当
時
の
中
国
の
人
口
は
約
四
億
六
千
二
百
万
人
（『
申
報
年
鑑
』
一
九
三
五
年
版

推
計
）、
日
本
の
人
口
は
植
民
地
を
含
め
約
九
千
七
百
万
人
（
う
ち
内
地
六
千
九
百
万

人
、
一
九
三
五
年
国
勢
調
査
、『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
一
九
三
六
年
）
で
あ
り
、
約

四
・
七
倍
の
差
が
あ
っ
た
。 

(

二
二) 

高
峯
博
「
読
書
能
率
底
増
進
法
」『
読
書
月
刊
』
第
一
巻
第
五
期
、
一
九
三
一
年

二
月
、
三
八―

三
九
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
比
護
遥
「
消
費
す
る
読
者
へ
の
政
治
的

期
待―

一
九
三
〇
年
代
中
国
の
読
書
雑
誌
を
手
掛
か
り
に
」『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
』
第
九
八
号
、
二
〇
二
一
年
、
六
九―

八
六
頁
を
参
照
。 
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